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皆さんこんにちは。福島から参りました武藤類子です。
先ほど紹介していただいたように、私は和光大学の卒業生
です。鶴川の駅に約 40年ぶりに降り立って、私がいた時
代の素朴な田舎の日々を懐かしく思い出しました。
最初に、島田さんの映画のことについてちょっとお話を
します。島田さんと私は二十数年来の友だちです。一番最
初に出会ったのが、福井の大飯原発を海から見るツアーと
いうのがあって、その船の上で会いました。その後、六ヶ所村の問題が浮上して
きまして、私は実は、チェルノブイリの原発事故があるまで原発についてなんの
知識もない無知な人間だったのですけれども、それから、細々と反対運動をやる
ようになりまして、その中で六ヶ所村のことを知りました。
この写真は島田さんの写真集（『六ヶ所村　核燃基地のある村と人々』高文研、
2001 年）からの引用です。島田さんの話の中に出てきた核燃料サイクルの一番最
初の施設であるウラン濃縮工場に六フッ化ウランという放射性物質が初めて六ヶ
所村に運ばれてくるトラックの隊列の写真です（写真 1）。六ヶ所村の中では、た
くさんの熾烈な反対運動があったのですけれども次々につぶされて行きました。
私たちも全国から、ささやかでなんにもできなかったけれども、六ヶ所村に通い
ました。そして、反対運動をしたときの写真ですね（写真 2）。トラックを止めよ
うと道路に座り込んだときの写真です。でも、一番私の印象に残っているのはこ
の次の年でした。六ヶ所村の中に、低レベル廃棄物の最終処分施設ができたんで
す。そこに一番最初に運ばれていったものは福島の第一原発からの廃棄物でした。
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上映会＆シンポジウム：ポスト原発時代を生きる
福島のいまと放射能汚染
武藤類子 福島原発告訴団団長
プロフィール──武藤　類子（むとう　るいこ）
1953 年福島県生まれ。福島県三春町在住。和光大学卒業後、版下職人、養護学校教員を経て、2003
年に里山喫茶「燦（きらら）」を開店。チェルノブイリ原発事故を機に反原発運動にかかわる。福島
第一原発事故発生以来、住民や避難者の人権と健康を守る活動に奔走している。現在、「ハイロアク
ション福島」事務局、福島原発告訴団団長。著書に『福島からあなたへ』（大月書店）がある。2013
年 12 月、「第９回　女性人権活動奨励賞（やより賞）」を受賞。
黄色いドラム缶が青栄丸という船に乗
せられて、最初に福島から運ばれてい
きました。私たち、福島から核のごみ
を六ヶ所に出すということにとてもた
まらない思いになりまして、「よそに
まわすな！　核のごみ宣言」という宣
言をしまして、なんとかそれを止めた
いと思ったのですけれども、それは全
く止めることもできず、福島原発の専
用港から出ていく青栄丸を小高い丘の
上から、なすすべもなく見送ったとい
うことを強く憶えています。すぐにそ
のあと六ヶ所に行って、「青栄丸は来
るな！福島に帰れ！」と叫んだんです。
やっぱり原発、そして核燃料サイクル
は、犠牲のサイクルですね。常に常に
犠牲の連鎖がそこにあるんだというこ
とを、強く感じたことを憶えています。
ここからは福島の現状についてお話
をします。福島原発が事故を起こして、もうすぐ 3年が経とうとしています。私
もチェルノブイリの原発事故から反対運動をしてきて、原発で事故が起きたら、
いったい何が起きるのかということを、ある程度の想像はできていました。しか
し、この原発事故の被害というのは、私たちが思いもよらないような、思いがけ
ないところにも被害がどんどんと広がっているというのが事実です。
昨年（2013 年）12 月から福島第一原発 4号機の燃料取り出しが始まっていま
す。4号機はちょうど定期点検の最中だったので、燃料が全部使用済燃料プール
というところに入っていました。4号機全体が地震や爆発で傾いているので、そ
の燃料を取り出さなければならないという状況です。使用済核燃料というのは、
水の中に入っていれば放射線がある程度遮蔽されますけれども、水から出した途
端に、周りにいる人がバタバタッと倒れて死ぬぐらいのものすごい高線量を出す
んです。ですから、全部が水の中で行われる作業です。水の中に 100 トンもあ
るキャスクを沈めて、遠隔操作で使用済の燃料を入れて、それをまたクレーンで
吊り上げて運ぶというのです。UFOキャッチャーのゲームのような感じで遠隔
操作しているものなので、果たしてこれが無事にぜんぶ終わるのだろうかという
ことが心配です。これが始まる前に、引っ越ししていった友だちがいました。こ
れを最初はテレビで放送しました。2回目も報道しました。ところが 3回目から
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写真1　アメリカから東京大井埠頭に陸揚げされた天然六フッ化ウランは、六ヶ所村へと向かった
（写真：島田恵『六ヶ所村　核燃基地のある村と人々』より）
写真2　ウラン濃縮工場へトラックを入れまいと非暴力直接行動をする人びと
（写真：島田恵『六ヶ所村　核燃基地のある村と人々』より）
は、今からやりますよという報道をしないんですね。東京電力に聞いたら、これ
は核防護上の秘密だそうです。だから、発表したくてもできないと言われました。
ただ、1週間ごとにどれぐらいの燃料を運び出したかということは今でも発表さ
れています。ここで働いている方々は 1日約 3000 人いらっしゃいます。被曝労
働をしているわけです。線量が満杯になって、働けない人がたくさんいます。そ
して、1日 3000 人の労働力を確保することが非常に大変なことになっています。
もともと多重の下請け構造の中でやってる産業だったのですが、それがもっとも
っとひどくなって、20年ぐらい前に戻ってしまったような、ひどい労働環境で
す。そういった中で沢山の作業員が今働いているということです。
事故を起こした原子炉からは 1時間あたり 1千万ベクレル、1日 2億 4千万ベ
クレルの放射性物質が今でも空気中に出ています。そして汚染水の問題というの
が非常に深刻なことになっています。ちょっと油断していたら、海側の井戸のベ
ータ線の線量がものすごい勢いで上がっているというのが報道されました。そし
てつい先日、IAEA（国際原子力機関）がとうとう、ある程度の放射性物質を除去
したら海に流してもいいんじゃないかということを言いだしています。この汚染
水の問題が発覚した去年の夏は、福島の海水浴場がいくつか解禁になった頃でし
た。子どもたちが海で泳いでいるその最中に報道された事件でした。安倍首相は、
これはすべてコントロールされていて、原発専用港から出てないと言ってますけ
れども、もちろん外洋に出ています。
側溝をつたって出ていく。それから、
シルトフェンスというものがあるけど、
それを水が自由に出入りしてしまうも
のですから、決してこれはコントロー
ルされておりません。
原発サイトの中だけでなく、その外
側もたいへんなことになっています。
避難区域が今再編されていて、3種に
区分されています。写真 3は飯館村の
帰還困難区域というところです。少な
くとも 5年間は帰れないというところ
です。そのゲートの前で警察官が毎日
ここで警戒しています。このゲート前
の地面で測った線量が 103 マイクロシ
ーベルトです。これは去年の夏です。
こういう高線量のところがまだまだあ
るという状態なんです。その外側には
居住制限区域というところがあります。
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写真3　福島県飯館村・帰還困難区域のゲート前
（写真：飛田晋秀）
写真4　福島県浪江町の住居制限区域内の家内
（写真：飛田晋秀）
写真 4は浪江町というところです。居住制限区域なので、泊まることはできませ
んが、自由に出入りすることができます。この地域に家がある皆さんはときどき
お家に帰ってかた付けをしたりしますけれども、このように何年も家に帰ってな
くて、地震のときに倒れたものが散乱したままになっている。ベッドのところに
あるシミはねずみのおしっこです。ものすごい臭いだそうです。帰って家の中に
入ると、豚が子を産んでたりとか牛が入り込んでたりとか、そんな状況の家もあ
るんだそうです。はたして 5年後にここに帰れるのでしょうか。
さらに外側のほうにいきます。写真 5は原発から 45キロの私の家のすぐ近く
です。小学校の除染風景です。去年の 12月から除染をして人々を帰すという、
そういう帰還政策が始まりました。そ
れで除染をしています。小学校の周り
なんですが、木を切って、土を剥いで
除染をしています。
写真 6は除染で出た土です。これは
川内村というところです。ここはいち
早く帰村宣言をしたんですね。国直轄
の除染が入りました。その除染で出た
土と、それから木の枝などの放射性廃
棄物です。私はこの川内村に友だちが
たくさんいて、よく通った道なんです
けれども、以前には青々とした稲が育
っている田んぼでした。そこに今、こ
のような放射性廃棄物が累々と積み上
げられているのが現実です。写真 7は、
同じく国直轄の除染がおこなわれた田
村市都路����地区というところです。ここ
も同じように除染で出たものが積まれ
ています。黒い袋と青い袋があります
が、値段が違っていて、黒い袋は耐用
年数が 3年。青い袋は 5年だそうです。
でも、その 3年や 5年の間にこれがど
こかに適切な処分ができるのか、それ
は大変疑問ですね。この積まれている
袋の手前にモニタリングポストという
ものがあります。今 0.4 ぐらいですね。
こんなふうに積んであるところは線量
が高くなるのです。
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写真6　福島県川内村に積み上げられた放射性廃棄物（写真：佐藤真弥）
写真7　福島県田村市都路地区除染土仮置き場
（写真：佐藤真弥）
写真5　小学校周辺の除染作業
（写真：佐藤真弥）
今までこの地区の小学校は同じ田村市でももっと原発から離れた船引町という
ところに移動していたんです。そこに子どもたちが通っていました。しかし、こ
の 4月にこの学校が元の都路地区に戻ることになります。帰還政策のなかで元の
家に帰る人たちもいます。しかし、やっぱり危険だから家には戻らない、この船
引の町にアパートを借りるなり仮設にいますという場合は、子どもたちだけがバ
スに乗って 40分かけて、この原発に近いところに毎日かよって来るんです。そ
ういう事態がこの４月から始まろうとしています。子どもたちのこと、学校のこ
とでの問題は、学校給食ですね、それは、もともとはほとんど地産地消でやって
る学校給食でした。いわき市は今もまだ県外のものを使うことを決めていますけ
れども、ほとんどの自治体が県内産のものを学校給食に使うということに戻って
きています。学校給食で県内産の野菜を使えば、それが安全だという宣伝になっ
て風評被害が払拭できると、そんなことを言っている人たちもいるのです。やは
り、この国では子どもに対する人権意識というのがなさすぎだと感じています。
チェルノブイリの原発事故のあとに、5年後ですけれども、子どもたちが定期的
に国のお金で、１か月なり１か月半なりの保養に出かけられるという制度ができ
ました。今、日本でそのような動きはまったくありません。
これはもう１つ起きている大きな問題です。1kgあたり 8000 ベクレル以上の
農林関係の放射性廃棄物の減容化施設つまり焼却場が今県内にたくさんできよう
としています。8000 ベクレル以下の放射性のごみはすべて、今一般の焼却場で
燃やされています。以前は 100 ベクレルまでしか燃やせませんでしたが今は普
通に燃やされています。でも、8000 ベクレル以上のものは、そこには持ち込め
ないので、それで新しい焼却場をつくっているんです。稲わらとか牧草とか堆肥
とか、そういうものが山と積まれているので、それを燃やして減容化しようとい
うことになっています。鮫川����村というところに、最初にこの減容化施設ができま
した（写真 8）。ほとんど村の人が知らない間に、十分な説明もないままにつくら
れました。そして、反対運動も起きるんですが、やがて強行されて始まってしま
いました。ところが、始まって 9日目にこの鮫川村の焼却場は爆発事故を起こし
たんです。それで 2か月～3か月くら
い止まっていました。ところが、つい
2週間ぐらい前にまた再開されてしま
いました。そして、鮫川村以外にも今
たくさんの焼却場ができています。私
のいる田村地方の川内村と田村市の間
の、東京電力の敷地内にもできるんで
す。だから地権者が反対するってこと
ができないのです。
ほかにも、非常に高線量の汚泥、そ
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写真8　福島県鮫川村の廃棄物減容化施設
（写真：放射性ゴミ焼却を考えるふくしま連絡会）
の汚泥の量を減らすために乾燥する機械が、今まであった焼却場の中にいつの間
にかつくられてしまっているということもあります。ごく近隣の人だけにその説
明会をして、周辺のほとんどの人が知らないままにそんなものがつくられている
のです。ゴミ問題っていうのに私はほぼ関わったことがなかったのですが、もと
もと実に利権がらみで動いているということがわかってきました。焼却にはとて
も深刻な問題があります。まず、燃やしたときに放射性物質が外気に出ていく可
能性があるということです。大量ではないかもしれないけれど。バグフィルター
を付ければ大丈夫だと説明されますけれども、果たしてバグフィルターですべて
の放射性物質が止められるかどうかはたいへん疑問です。それから、燃やしたあ
との灰。焼却灰にはものすごく高濃度に放射性物質が濃縮されてしまいます。そ
れがもう何十万ベクレルにもなるのですが、1kgあたり 10万ベクレル以上にな
らないように、線量の低いものと混ぜて 10万ベクレル以下にして、それをコン
クリート固化して、その場にしばらく置きましょうというそういう計画なんです
ね。私たちとしては、さっきの青い袋、黒い袋や、そういった灰を、みんな東京
電力の原発敷地内に持って行ってほしいということを再三東電にはお願いしてい
ますが、そういうふうにはいかないようです。
つぎは健康問題のことです。これは報道があったからご存知だと思います。福
島県県民健康調査という中で、事故当時に 18歳以下だった人たちの甲状腺の検
査をしています。まだ全部終わってません。約 25万人の結果で、甲状腺がんと
がんの疑いが合わせて 75人という結果です。がんに関してはこのように出てき
ていますけれども、この県民健康調査では、これは今回の原発事故とは関係がな
いと断言しています。はたしてそうなのかどうか、疑わずにいられません。この
ほかに、子どもたちの体にどんな影響が出ているかということは、なかなかつか
みづらいのですけれども、全国を回ってみますと、やっぱり子どもの具合が悪い
ので避難してきた、転居してきたという方にたくさんお会いします。それは福島
だけでなくて、関東からもたくさんいらっしゃるんです。放射線に対する感受性
というのは人それぞれみんな違うので、体に出る人もいれば、出ない人もいるし、
もう深刻に家族そろってみんな具合が悪いという人たちもいます。それから、大
人の場合では、突然死がよく聞かれますね。それから心臓疾患も聞かれます。そ
れから同じ村で白血病で 2人亡くなったという例も聞いたりします。それらは、
因果関係を確実に立証することはもちろんできません。できないけれども、それ
を疑ってみることが必要じゃないかと思うんです。わからないというのが、今の
正確な考えだと思うのですが、わからないからこそ予防しなければいけないし、
もっと調べなければいけないと思います。
「福島県環境創造センター」（写真 9）という施設が私の家のすぐそばの、車で
3分ぐらいのところにできます。2012 年の 12月、IAEAが郡山の「ビッグパレ
ットふくしま」で「原子力安全に関する福島閣僚会議」というものをやりました。
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100 か国以上の閣僚が集まって、会議を 3日間やったのです。1日目は百何十か
国かの参加国すべてがスピーチをしました。次々にスピーチをするんですけれど
も、ほとんどの国が新しい基準で、新しい安全な原発をつくって推進するってこ
とを次々と演説しました。反対したのは 4か国だけでした。アイスランド、キュ
ーバ、それからウラン鉱山があるナミビア、それからビキニのマーシャル諸島で
す。これら以外はみんな原発推進するんだってことを述べたのです。この会議で
IAEAは 3つの協定を結びました。１つは福島県立医大と、もう１つは福島県と、
そして日本政府ですね。日本政府と結んだ協定には、アジア太平洋地域の核惨事
が起きたときの緊急対応能力センターというものをつくるという条項が入ってい
ます。それはすでに始まっておりまして、去年の 7月に 20か国ぐらいの人たち
が集まって、南相馬というところで測定器の使い方とか、無人飛行機を使った測
定のマッピングの仕方とか、そういうことをすでに始めています。
県立医大との協定の中に 1つ問題があります。お互いが秘密指定をした事項に
関しては、外に出さないという協定を結んでいます。これは 1959 年に IAEAが
WHO（世界保健機関）と協定を結んで、お互いが認めないことは発表してはいけ
ないと決めたのと同じです。もちろん IAEAとWHOの力関係というのは IAEA
が上です。そういうこともあって、チェルノブイリ原発事故のときに、人々の健
康被害のデータとか研究などが外国に出されなかったことがあると聞いています。
そういう協定が県立医大との間にも結ばれました。
そして福島県と結ばれた協定の１つが環境創造センターでした。これを福島県
がつくるんです。その予定地では今、除染をしているんです。周りが大体 0.2 マ
イクロシーベルトぐらいあるので、それで必死で除染をして、年間 1ミリシーベ
ルトを超えないようにするのだろうと思います。センターには、除染とか廃棄物
処理の研究施設ができるというのですが、もう 1つ非常に大きいこととして、
人々に対する放射能教育をする、そういう教育機関にすると言っているのです。
球形スクリーンとかいう新しい機械を人寄せの呼びものとして、福島県は県内の
小学生 5～6年生を必ず全員ここに行かせると言っています。このセンターを運
営するのは福島県、JAEA（日本原子力
研究開発機構）、ここは高速増殖原型炉
もんじゅを持っているところです。そ
れから国立環境研究所が入ります。
IAEAも事務所を置きます。
JAEAはすでに福島県内に 100 人ぐ
らいの体制で人を送り込んでいます。
そして、放射線の疑問にお答えする会
というのを学校などでもう何百回もや
っています。その内容というのは、放
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射線というのはこのように怖いものだけれども、自然界にもありますよ、そして
医学でも使われますよ、科学にも寄与しています、このように気をつけて暮らせ
ば、ここで共存できるんですという、そういう方向に持っていくというものなん
です。そんな教育を受けた中学生たちが、本当に怖いものだと思っていたけれど
少し安心しましたと言っているという、かなり一方的な教育が行われるのではな
いかという危惧がありまして、私たちはフクシマ・アクション・プロジェクトと
いうものをつくって、今、県に、どういうプログラムが行われるのか、それを明
確にして、市民の意見を取り入れてほしいということをお願いして、県議会にも
請願しているところです。
もう１つ、最後です。私たちは今、福島原発告訴団というものをつくっていま
す。原発事故のあとに、このように莫大な被害がありながら、誰もなんの責任も
とっていないという現状に対して、国と東京電力の責任を問うということで、福
島原発告訴団を組織しました。最初は福島県民、そして後日、全国に広めまして、
もしかしたらこの中にも告訴人になってくださってる方がいらっしゃるかもしれ
ません。14,716 人で告訴をしました。福島地検の前は毎時１マイクロシーベル
トぐらいあるところなんですが、１日１時間、50歳以上と決めて要請行動をや
りました（笑）。そのあと、東京の日比谷野音で平日の昼間でしたけど、1000 人
の集会をやりました。そして東電本社へ行って、東電は自首しろって言ってきま
した。とうとう去年の 9月 9日オリンピック招致が決まった次の日に、この告
訴に対して東京地検から不起訴処分が出ました。私たちは福島地検に告訴してた
のですけれども、この処分が出る 1時間前にこの案件を東京地検に移送しました
ということが急に電話で言われたんですね。そして１時間後に東京地検から全員
不起訴ですということが出ました。
これはどういうことかといいますと、これが不起訴になったとしても私たちは
検察審査会という制度がありますのでそれに訴えましょうということにしていま
した。ところが、処分が出たところの検察審査会にしか申し立てができないとい
う決まりがあって、それで私たちは福島の検察審査会に申し立てができなくなり
ました。東京にしかできなくなってしまったんです。くじで選ばれる東京都民
11人の方が、検察の処分が適当であったかどうかという審査をするんです。私
たちは東京検察審査会に申し立てをしました。
それと同時に、汚染水についても告発をしました。東電は今回の原発事故の前
に、大地震が来る、大津波が来る、そういうことを予測できていました。対策を
立てようと思えば立てられたのに、それをしなかった。そのことを私たちは罪に
問いたいと思うんです。今回、汚染水に関しても事故が起きて、すぐ直後にこの
汚染水がやがて海に出るだろうということは予測できたわけです。地下水がどん
どん流れ込んでるのですから。ところが、それも 1,000 億円というお金がかかる
ってことで、もうすぐ株主総会があるから、債務超過になって株価が下がっては
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いけないから、それはあとにさせてくれと言ってやらなかったんです。すぐに対
策をとらなかった。それがために、あのようなタンクがいっぱいたまるようなこ
とが起きてきたのです。これもやっぱりわかっていてやらなかったということで、
一つの犯罪だと私たちは考えています。
「これでも罪を問えないのですか」というのが私たちが今感じている心情です。
検察に出した陳述書をブックレットにしたものを、今、受付で販売しています。
7,000 人の方々が陳述書を寄せてくれました。その中から福島県民 50人を選ん
でつくったブックレットです。これを読んでいただきますと、7歳のお子さんか
ら八十何歳の人まで、さまざまな立場の人が自分が原発事故で何を失ったのか、
そして自分たちに何をもたらされたのかということを切々と書いています。ぜひ
皆さんに読んでいただけたらと思います。
もう１つ、東京検察審査会に申し立てをしていることを、たくさんの東京都民
の人たちに知っていただきたい。この事実を知ってほしいと思います。そして、
やっぱりあの処分はおかしいよねというのが、東京都民のおおかたの意見になる、
というのが私たちの願望であります。3月 1日に被害者証言集会。事故から３年
経って、いまだに、その被害は何も終わっていない。むしろ拡大しているんだと
いうことを、いろいろな方々に証言をしていただきますので、ぜひこちらにもご
参加ください。どうも今日はありがとうございました。
［むとう るいこ］
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